



























20 代 17 3.4
30 代 34 6.8
40 代 71 14.1
50 代 101 20.1
60 代 201 40.0






















































性 141 人（28.1％）、女性 348 人（69.3％）となっ
ており、女性受講者の割合がやや高い。
　図表２は回答者の年齢をみたものである。30
代以下が 57 人（11.4％）、40 ～ 50 代が 172 人
























































２- ５回 196 39.0
６-10 回 102 20.3











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・Speaking…English… is… really… fun.… I'd… like… to…














































































































































































































































































































































































30 代 5 2.5
40 代 7 3.4
50 代 19 9.4
60 代 97 47.8































2-5 回受講 56 27.6
6-10 回受講 55 27.1









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































午後 6:30 ～ 8:00 とし、終了を 8 時にしてほ
しい」など。働きながら学ぶ市民のために
も、夜間に開催する講座の充実が求められて
いる。
○　夏季・春季休業中は公開講座の開講が一時
的に途切れることになるが、継続的な学びの
場を求める声がある。「夏休み期間が長いの
が残念に思います」「もっと年間の回数を増
やしてほしい」「課外授業があればよい」。
○　また、「体系的（ジャンル別）な講座を開
催してほしい。上級編も開催してほしい」「つ
いていくのが大変でしたが楽しみでした。今
回のテーマはもちろん関連したテーマなど
ずっと聞き続けていたいです。機会を与えて
下さい」など、系統的な講座も求められてい
る。受講生の学びのステップアップを支援す
る課題がある。
○　「開かれた大学の印象を強く抱きました。
市民と学生が共に学ぶ機会が増えればお互い
の刺激になって良いと思います」。公開講座
やオープン・クラスの継続により、開かれた
大学のイメージが浸透することが望まれる。
○　「私はオープン・クラスの参加を社会での
自分の立ち位置を確認する、あるいは考える
ことのプラスになるためと思っています」。
受講生の学びは、社会生活に根ざしたものと
なっており、自己アイデンティティを支える
要素の１つにもなっているといえる。
○　例年のことだが、受講生同士や学生の交流
がほしい、という声がある。「他の学生の反
応が全くわからず、討論できる場もあって
もいいような気がする」「同じクラスの学生
さんたちと、もっと交流できれば良いと思
う。例えば、コンパや合宿などに参加できれ
ば・・・」「オープン・クラスを受講されて
いる方々と交流できる機会があれば情報交換
などしてみたかったです」「オープンサロン
の部屋があるのに利用している人が少ないと
思う。もっと活用させて交流の場が盛んにな
るといい」。
○　現在、受講生の学び・交流の場としてオー
プン・サロン、アカデミールームが開設され
ている。いずれも定期的な利用者がおり、好
評である。「利用できるオープンサロンのお
部屋は、ランチをするのに活用させてもらい
ました。素敵なお部屋でよかったです」。
○　ＰＲもまた重要な課題となっている。「もっ
と多くの人がこの講義のオープン・クラス生
になってほしいと思った」、「オープンクラス
の受講生が少ないですね。もう少し新聞広告、
チラシ等にて広報活動を行った方がよろしい
のではないでしょうか」。
